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刷

一
ジ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
胸
に
つ
け
ら
れ

、
内
気

l

一
て
い
た
。
当
時
の
自
転
車
と
い
え
ば
、
一

号
，
J

，
島

町

一般
庶
民
階
級
に
は
議
の
速
い
も
の
で
あ
っ

6
折

れ

道

越

一
た
が
イ
ギ
リ
ス
梨
、
ア
メ
リ
カ
製
の
立
派

一
な
瓶
走
用
自
転
車
に
乗
っ
て
、
春
秋
＝
団

1
報

町

可

一
の
大
会
：
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
交
一
射
的
の

出

ヨ

里

－

カ

iE
E

一方
は
、
遁
々
富
山
よ
り
生
き
た
メ
ジ
ロ
を

第
編
阿
川

一

絞

’

mw
一数
十
羽
数
百
羽
買
っ
て
来
て
、
壇
の
中
か

ブ

印

一
ら
、
合
閣
と
共
に
と
び
た
L
せ
る
の
を
、

一
ド
イ
ツ
制
対
等
の
舶
来
の
猟
銃
で
二
角
に
こ

一
れ
を
打
落
す
の
で
あ
る
。
生
き
た
小
鳥
を

一
っ
か
わ
な
い
時
は
、
素
焼
の
「
か
わ
ら
け

」
を
特
別
の
装
置
で
、
さ
へ
向
っ
て
打
上

げ
る
の
を
打
ち
落
し
て
、
そ
の
妓
を
競
う

の
で
、
こ
れ
も
春
秋
二
回
の
大
会
が
催
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
の
山
崎
写
真
舘
あ

た
り
に
高
い
マ
ス
ト
が
建
て
ら
れ
で
あ
っ

て
、
肢
の
標
識
に
依
っ
て
、
今
日
は
自
転

車
競
走
が
あ
る
或
は
射
的
が
あ
る
と
、
皆

が
見
物
に
押
し
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
自

転
車
競
走
場
は
レ

1
ス
の
自
の
数
日
前
か

ら
、
凸
凹
を
な
お
す
の
に

人
夫
が
雇
入
れ
ら
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
春
秋
二
問
の
大
会

の
他
随
時
、
競
技
が
行
わ

れ
た
。
周
回
に
は
桜
が
憶

え
ら
れ
、
小
丸
山
公
聞
の

伎
な
、
設
時
中
の
食
糧
増

産
や
、
運
動
場
拡
設
の
為

に
伐
さ
い
さ
れ
る
迄
、
花

見
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
も
の

で
あ
る
。
今
温
泉
附
近
に

の
み
ほ
の
老
木
が
筏
っ
て

い
る
。
そ
の
法
、
大
正
、
昭
和

と
逐
次
拡
長
工
事
が
施
さ

れ
て
、
今
日
の
小
丸
山
公

閤
グ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
泊
小
学
校
中
学

校
‘
高
等
学
校
等
の
運
動

会
の
会
場
λ
な
り
、
青
年

団
の
運
動
競
技
場
と
な
り

馬
軍
グ
ラ
ブ
主
催
の
各
種

命A
て

園

ひ

泊
小
丸
山
公
園

栄
枯
盛
衰
は
、
人
為
の
よ
く
こ
れ
を
防
一
即
ち
猟
銃
と
南
方
で
自
転
車
の
ク
ラ
ン
ク

ぐ
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
は
、
今
も
品
目
も

一
ギ
ヤ
と
犬
の
首
輸
を
描
い
た
七
宝
の
パ
ツ

変
り
は
な
レ
。
然
し
の
こ
さ
れ
た
功
績
は

一

不
滅
で
あ
る
。
泊
小
丸
山
公
園
の
開
設
の

一

跡
を
願
み
て
、
そ
の
感
を
一
一
層
深
く
す
る

一

も
の
が
あ
る
。

一

円

γ

さ

主手

i-:. 

E手

あ

現
在
の
小
丸
山
公
園
は
明
治
三
十
年
週

一

ぎ
ま
で
は
南
国
傾
斜
の
畑
地
で
あ
っ
た
。

一

当
時
の
泊
町
附
近
の
大
地
主
等
が
此
の
場

一

所
に
着
目
し
、
自
転
車
競
走
と
射
的
の
開
一

催
場
と
し
て
開
拓
に
着
手
し
た
。
明
治
三

十
三
、
三
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が

そ
も
／
＼
小
丸
山
公
閣
の
始
ま
り
で
あ
る

当
時
、
有
融
問
主
会
を
組
織
し
た
。
そ

の
会
員
の
、
乏
な
も
の
は
、
小
沢
与
豆
、
草

野
孫
右
エ
門
、
般
国
春
太
郎
、
中
川
澄
士
口

佐
野
和
左
エ
門
、
水
野
百
二
へ
以
上
泊
町

）
竹
内
弥
三
右
ユ
門
（
入
善
）
長
島
武
右

エ
門
（
桐
山
）
佐
伯
有
台
（
魚
津
在
）
等

の
当
時
の
大
地
主
で
、
金
に
は
不
足
な
い

階
層
の
人
々
で
あ
る
。

両
友
会
と
云
う
の
は
自
転
車
と
射
的
、

有
磯
両
友
会
の
こ
と
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（
写
真
説
明
）
御
一
以
一
則
的
間
抑
制
一
ニ
＋
丸
年

国
民
体
育
大
会
の
開
催
地
園
内
持
回
り

に
備
え
て
、
富
山
県
で
は
、
昭
和
三
十
三

年
度
に
於
て
、
第
十
三
回
大
会
を
開
催
す

る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
は
衆
知
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
問
地
方
財
政
の
窮
迫
に
よ

っ
て
、
一
時
持
回
り
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

そ
の
後
の
情
勢
は
好
転
し
て
、
再
来
年
度

の
富
山
県
開
催
は
大
体
間
違
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

朝
日
町
で
は
、
宮
山
県
大
会
の
う
ち
、

懲
硬
式
野
球
（
一
般
）
を
小
丸
山
公
悶
グ

ラ
ン
ド
に
開
催
す
べ
く
、
第
十
三
回
国
民

体
育
大
会
々
場
招
致
委
員
会
を
組
織
し
て

富
山
県
の
準
備
委
員
会
に
対
し
、
そ
の
突
－

施
を
要
望
し
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
来
た

一

こ
れ
を
機
会
に
小
丸
山
公
園
グ
ラ
ン
ド

一

の
一
大
拡
践
を
行
い
、
公
認
綜
合
（
第
四

一

種
）
グ
ラ
ン
ド
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一

と
云
号
の
が
、
朝
日
町
に
課
せ
ら
れ
た
大
一

堂
な
問
題
点
で
あ
る
。

一

今
次
メ
ル
ボ
ル
シ
大
会
に
郷
土
出
身
の
一

長
谷
選
手
を
送
っ
た
朝
日
町
が
、
町
民
の
一

運
動
競
技
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
来
た
。

tr 

tr 

-tr 

会

国
体
富
山
県
誘
致
と
小
丸
山

公
認
グ
ラ
ン
ド
の
開
設

｜瓦

日

5志

政

＋
一
月

一
六
日

泊
中
学
校
給
水
工
事
入
札

山
崎
小
学
校
建
築
工
事
地
鎮
祭

並
に
起
工
式

宮
崎
漁
港
東
訪
波
堤
完
成
祝
賀

式
典
南
保
簡
易
水
道
通
水
式

管
内
民
生
常
務
委
員
会

自
衛
官
募
集
映
画
会
犬
家
庄

一
七
日

一
八
日

一
九
日

輿
論
に
決
然
起
っ
て
、
小
丸
山
岳
圃
グ
ラ

ン
ド
の
猷
強
整
備
を
決
行
す
べ
き
秋
が
来

た
。
明
治
の
中
後
期
に
我
々
の
先
輩
が
開

拓
し
た
グ
ラ
ン
ド
を
、
昭
和
の
今
日
、
名

実
共
に
朝
日
町
の
ス
ポ
ー
ツ
、
セ
ソ
タ
！

と
し
て
の
公
認
グ
ラ
シ
ド
の
整
備
を
、
町

当
局
者
の
熱
意
と
町
民
の
協
力
と
に
依
っ

て
完
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
施
設
な

く
し
て
、
朝
日
町
の
体
育
の
発
展
は
望
む

べ
く
も
な
い
。
敢
て
附
言
し
て
町
民
の
輿

論
に
訴
え
る
。

九二一
日日日

三
O
日

＋
＝

R
 

四

日
六

日

八

日一O
日

一
二
日

来
る
昭
和
三
十
二
年
一
月
一

会

日

午
前
十

一
時
、

泊
高
等
川
子
校

換
講
堂
で
恒
例
に
よ
り
新
年
祝
賀

交3
・名
刺
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

川

参

加

希

望
の
方
は
二
十
四
日

ト

迄

に

杏
支
所
或
は
町
内
会
長
へ

祝

会

費
百
円
也
前
納
申
込
ん
で
下

年
さ
い

新

会
員
に
は
当
日
名
簿
を
差
上

げ
ま
す

教
育
委
員
会

臨
時
出
納
検
査

女
厚
委
員
会

総
務
委
員
会

臨
時
町
議
会

あ
さ
ひ
絹
集
委
員
会

臨
時
出
納
検
査

犬
家
庄
簡
易
屠
殺
場
の
慰
霊
祭

産
業
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会

定
例
出
納
検
査

4 
5 
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タ
謀
せ
ら
れ
た
税
金
は
是
非
完
納
し
て
身

一法
は
あ
る
と
思
い
ま
す
、
ど
う
し
て
も
一

一〉
は
、
十
月
任
期
満
了
に
な
り
ま
し
た
の

も
心
も
軽
く
明
る
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ん

一度
に
納
め
ら
れ
な
い
と
云
ふ
人
は
分
割
納

一
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
十
月
開
設
の
臨
時

事
を
切
に
御
闘
い
た
し
ま
す
。
納
め
ゃ
う
一
入
も
部
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
の
で
係
の
方

一議
会
に
お
レ
て
同
意
を
得
ら
れ
就
任
さ
れ

と
思
う
真
心
さ
え
あ
れ
ば
い
V

く
ら
で
も
方
一
ヘ
御
相
談
闘
い
ま
す
。

一た
魚
部
寅
士
口
氏
は
旧
食
幽
鐙
問
時
代
か
ら

松
原
茂
・

3
1
f
L
E
？
i

L

i
一現
泊
米
安
問
飯
究
所
長
で
あ
り
、
こ
れ

l

i

詐
肱
コ
」
h
リ
品
切
皿
－
JR
K司『司
こ
北
川
ヱ
ム

一ま
た
会
計
経
理
に
明
る
い
方
で
あ
り
ま
す

魚
津
寅
士
口
氏

1
i
H
E
－－

Z
I－
－

f
一
本
町
は
財
政
再
建
同
体
と
し
て
指
定
を
受

地
方
自
治
法
が
改
正
随
行
さ
れ
監
査
委
負
多
年
会
計
事
務
に
精
通
さ
れ
た
そ
の
手
腕

一け
て
今
後
八
ヶ
年
間
窮
凪
な
財
政
を
続
け

の
任
期
が
三
ヶ
年
と
な
り
ま
し
た
。
改
正

一
は
米
自
の
見
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
制

一
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
呪
山
貝
を
省
き

前
は
任
則
二
ヶ
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
去

一
日
町
財
政
の
お
目
付
役
と
し
て
は
当
然
の

一最
小
の
経
質
を
以
て
、
最
大
の
効
梨
を
挙

る
九
月
任
期
間
了
に
な
っ
た
議
会
選
出
接
一事
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一付
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
地
方
公
共
団
体

負
の
後
任
と
し
て
松
臥
茂
議
員
が
九
月
八

一叉
経
理
事
務
に
明
る
く
、
打
っ
て
付
け
の

一
の
た
め
両
氏
の
就
任
は
一
段
と
光
彰
を
放

日
招
集
の
臨
時
融
会
に
お
い
て
満
場

一
致

一役
で
あ
っ
た
が
、
氷
ら
く
病
気
療
養
中
の

一
つ
も
の
と
期
待
し
立
つ
確
信
す
る
も
の
で

の
同
意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は

一監
査
委
員
岸
本
忠
氏
（
学
識
経
験
者
蚕
負

一
あ
り
ま
す
。

を
室
U
H
持
雲
監

Eト
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八

ケ

隼

て

赤

字

解

消

子
は
附
和
二
十
九
年
度
末
の
突
貫
赤
字
額

一

O
再

建

の

基

本

方

針

を
mm
保
す
る
。

近
時
尉
の
紫
術
文
策
に
よ
る
財
政
の
シ
ワ

一
六
千
六
百
余
万
円
の
う
ち
政
府
資
金
、
そ

一

二
、
法
令
に
よ
る
手
数
料
は
放
高
F

寄
せ
が
い
ろ
け
な
閣

Z
E－
－

一
の
他
〈
財
政
円
程
）
で
四
千
八
百
万
川

一
財
政

2
2
5針
と

し

て

は

、

長

保

し

、
そ
の
他
界
数
料
等
に
つ
い

に
負
荷
せ
ら
れ
、
加
え
て

T
村

一

わ

計

一導
入
し
て
、
こ
の
赤
字
額
を
一
拳
に
解
約
一
①
総
括
的
車
項

り

、
：

一

て
は
、
頬
似
同
体
の
状
況
を
比
較
検
討

り
急
速
こ
ま
宗
実
施
刊
に
れ
た
入
め
金
一
し
、
昭
和
三
十
一
年
度
か
ら
昭
和
三
十
八

て

、
行
政
規
模
の
合
則
化
を
凶

H
U
一

し
て
刑
牧
に
勢
め
、
町
税
の
延
滞
金
比

国
の
府
県
や
市
町
村
の
七
、
八

O
Aま
で
一
年
度
ま
で
の
八
ヶ
年
計
図
に
よ
っ
て
、

こ
一

財
政
力
に
迎
合
さ
せ
る
。

一

び
姫
川
げ
川
算
金
の
完
全
体
収
を
凶
る
。

：
日
本
台
り
一
の
財
政
一山
松
山
を
返
済
し
よ
う
と
す
る
も
一
二
、
組
織
の
間
指
合
即
化
の
た
め
、
支
町

一

h

j

制
収
同
一
一
一
一
一
一
向
日
制
別
配
休
日
一

一
の
で
あ
り
ま
す
o

こ
の
昨
組
問
に
つ
い
て

一

の
統
合
切
と
本
庁
の
職
制
機
桝
に
刊

一

O
再

建

の

具

体

的

指

置

つ
で
あ
り
ま
す
。

一
は
凶
の
利
子
補
給
が
あ
り
突
際
は
三
分
五

一

検
討
を
力
へ
る

o
f
Jこ
吋

一
部
本
方
針
に
恥
い
て
災
地
さ
れ
る
け
誌
的

川
に
お
い
て
も
こ
の
地
方
公
民

n本
の
け
一
国
の
融
資
と
な
り
ま
す
。
こ
の
八
ケ
作
の

一
三
、
昭
一
此
配
的
の
合

n
k
f
u
f
め
i
材
適
一

な
取
は
次
の
よ
う
で
す
。

j
L
J川

i
一
償
越
期
間
中
に
町
の
行
財
政
令
立
こ
っ
ニ

一

所
と
、
各
制
各
所
の
邸
務
批
、
職
員
定

一①
歳
出
巳
つ
い
て

M
M一
山
内
…
…
一
一
将
司
口
一
一
れ
リ

M
U
一
っ
て
そ
の
運
営
合
理
化
し
、
制

約

引

一

数
の
再
検
討
を
加
へ
る
と
共
に
、
職
員
一
消
費
的
純
白
の
抑
制
及
び
節
減

地
全
な
地
方
自
治
体
本
来
の
若
こ

Eし
一
節
約
し
、
朝
日
町
将
来
の
蔀
礎
を
築
き
上

一

の
研
修
、
同
日
訓
紙
を
行
い
職
民
の
成

一
て
人
件
費
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
年
度

な
す
れ
ば
な
ら
む
と
吉
ふ
こ
と
だ
、
汀
サ

一
げ
る
た
め
に
具
体
的
な
八
ヶ
年
間
の
削
日

一

般
向
上

3
1
処
』
の
能
市
中
化
を
関
る

一

に
お
レ
て
人
民
盤
出
を
断
行
し
て
、
最

の
昨
白
川
川
挫
が
小
舟
ホ
の
段
以
と
し
て
い
川
．
1
一
町
の
財
政
一内
政
の
年
次
綜
合
計
一山

之

定

一
回
、
予
算
執
行
の
A
以
内
化
の
た
め
、
収
支
一

少
限
位
の
人
民
に
圧
縮
し
た
が
、
財
政

く
と
り
と
げ
ら
れ
、
昨
年
十
二
月

「
地
方

一
し
た
も
の
が
こ
の
財
政
一九
皆
川
一
山
で
あ
り

一

の
巾
火
山
把
錦
、
予
算
の
執
行
計
川
、
資
一
力
に
相
応
し
た
組
正
給
与
政
総
制
式
ぷ

財
政
列
店
促
進
特
別
附
置
法
」
が
制
定
「
公

一
ま
す
。
な
お
別
掲
の
才
入
才
出
計
耐
を
見

一

合
計
州
の
制
拡
、
予
算
配
当
及
び
会
計
一
定
し
て
予
界
の
減
制
を
凶
る
と
L

も
に

一
て
戴
け
ば
お
気
付
の
よ
う
に
大
体
後
年
豆

一

経
烈
の
計
刈
性
、
歳
入
の
確
保
、
経
由
一
昇
給
等
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
適
正
配

れ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一

！

一

一

こ
の
法
律
の
ま
に
つ

い
て
は
喜
五
月
一
に
な
る
に
肝

要

l
i
j
i
i
l
i
l
i－－
唱

置
に
よ
る
職
員
の
新
陳
代
謝

号
に
述
べ
ま
し
た
の
で
こ
L
で
は
省
略
欽
一
才
入
才
出
掛
が
減
少

一

同

司

3
』

了

j

L

q
ん
L
A
T
L
S

除

E

P

及
各
一
体
度
の
自
然
増
収
等
に

し

主

主

、
木
町
で
も
法
の
適
用
を
受
け
一

し
て
居
る
こ
と
で
二

期

E
町
民

E
F－
週

一

i
zで符
ぅ
。

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
政
志
致
、

一
す
な
わ
ち
昭
和
コ
一二

－

－

I

l

i

－

－

－

1

4

二

経

費

は

昭

和

三
十
年
度

今
店
に
お
け
る
政
策
の
方
針
、
そ
の
他
こ

て
一
年
度
と
昭
和
一
一
．
十

干

品

川

両

凹

押

し

込

ピ

ヲ

Q

4

の
総
似
を
村
山
礎
と
し
て
、

－

ー
一
八
年
度
の
総
額
を
比
A

一三
日

玩

H

F

d

F

定
額
の
即
減
を
は
か
る
。
特

つ
い
て
徹
底
的
な
調
査
研
究
を
行
、
町
議

一

』

』こ

l
i
l
守

－

L
F

一
較
し
て
み
ま
す
と
、
．

r1
4
F
i
i‘l
i
f
t
－
‘

p
i
l
i
f－
－

F
t
d
l
！
9

に
交
際
山
筑
波
び
食
糧
演
に
つ

会
の
全
両
的
な
協
調
支
持
を
得
て
、
町
の

一

行
財
政
会
般
に
つ
い
て
慎
重
に
検
守
し
た

一
約
一
千
九
百
万
円
余
り
減
少
し
て
い
ま
す

一

の
効
率
化
等
に
よ
り
、
予
算
執
行
に
つ

一

い
て
は
極
力
抑
制
す
る
、
そ
の
他
の
需

結川町
、
町
の
ロ
カ
で
財
政
の
立
直
し
を
汁
一
こ
の
原
因
は
地
方
交
付
税
．か
年
々
減
少

し

い

て
の
合
制
化
を
図
る
。

一

周
費
に
つ
レ
て
は
、
定
期
刊
行
物
の

ι

る
よ
り
川
の
媛
肋
に
よ
っ
て
材
政
の
1
t
一
て
行
く
た
め
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
変
付

一①
歳
出
に
お
い
て

一

円
、
電
話
の
制
限
、
話
帳
簿
の
簡
素
仕

を
凶
る
刀
が
、
町
政
運
営
の
上
か
ら
い
ケ
一
税
は
、
問
が
合
併
町
村
育
成
の
た
め
の
特

－
て
消
叩
質
的
純
伐
の
抑
制
、
節
約
に
つ
い

一

文
書
の
印
刷
以
び
発
送
一刀
法
の
合
連
化

い
J

な
点
で
認
内
・
で
あ
り
、
明
日
町
百
年

一
例
を
設
け
、
特
別
に
交
付
税
を
曽
目
し
て
て
は
職
員
の
新
陳
代
謝
に
よ
り
、
人
件

一

用
品
調
迷
の
ま
刷
、
品
化
に
究
極
施
設
の

め
大
計
の
た
め
に
も
法
の
適
用
を
受
け
る

－
交
付
し
て
府
る
た
め
で
あ
り
ま
引
吋
費
の
節
減
ー
を
凶
り
、
物
件
費
に
つ
い
て
一

整
備
を
き
地
し
、
経
費
の
抑
制
節
減
を

べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
本
年
五

一
し
か
し
こ
の
特
例
の
適
用
さ
れ
る
の
も
合

一

は
毎
年
度
純
町
費
支
出
総
額
を
定
め
支

一

目
る
の、

f

月
町
議
会
に
お
い
て
こ
の
旨
巾
出
を
す
る
一
併
し
て
か
ら
五
ヶ
年
間
で
あ
り
、
ム
公
正
日
出
の
抑
制
に
努
め
る
。

一
三
補
助
手
不
金
及
び
寄
附
金
、
負
担
金

こ
と
の
議
決
が
な
さ
れ
、
自
治
「
川
長
万
」

丁

年
こ
は
こ
の
特
例
の
適
用
が
次
第
仁
成

二、

投
資
的
経
費
に
つ

い
て
は
補
則
前
菜
は
極
力
抑
制
し
そ
の
総
制
に
つ
い
て
は

巾
出
た
の
で
あ
句
辛
子
。
引
統
一
y
I
t
h

－－
F
－

U

は
危
険
校
舎
、
災
問
復
旧
部
会
主
び
町

一

法
定
ど
お
め
前
年
度
の
器
準
財
政
需
用

な
財
政
川
位
計
似
の
長
に
日

d
u－
－

一
け
計
五
持
続
川
一
一
ね
わ
れ
川
一
一
一
一
一日
間
川
れ
川
則
前
日
間
幻
制
の
百
分
の
三
に
圧
縮
す
る
。

民
八
ヶ
年
に
わ
た
る
昨
位
計
が
を
務
先
一
っ
て
一
般
財
源
に
不
足
を
来
た
し
、
こ
れ

一

せ

る

。

投

資

的

経

費

の

抑

制

政

び

節

減

は
に
引
刊
一
一
向

M
M
h尚
一
一
献
村
山
一
一

一
が
事
業
費
等
に
し
わ
寄
せ
さ
れ
て
事
業
費

一
一一一
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
え
の
繰
山
一
、
補
助
事
業
は
国
庫
補
助
金
及
び
起
債

庁
長
行
に
拠
出
し
ま
し
L

O

E

一を
庄
一
縮
せ
ざ
る
か
］
得
な
い
こ
と
L
な
る
の

一

金
は
経
位
の
合
刻
化
に
努
め
、
概
力
抑
の
決
定
額
一
反
ぴ
許
可
制
の
範
脳
内
で
当

一

で

あ

り

ま

す

。

制

す

る

。

一

芸
算
定
の
町
政
及
び
町
民
に
及
ぼ
す
影

。

再

建

計

画

の

概

要

一
真
に
事
業
開
が
縮
少
さ
れ
る
こ
と
に
仲
つ

①
歳
入
に
お
い
て

－

悶
い
考
慮
の
？
え
実
施
す
る
。

州
政
川
佐
川
川
削
の
内
野
は
お
L
む
ね
次
に

一
て
必
然
的
に
同
、
県
支
出
金
も
減
る
結
果

二

、
政
税
関
畑
中
を
過
確
に
捕
裂
し
徴
牧
渉

一
二
、
単
独
事
柴
は
必
製
品
以
少
限
度
の
範
聞

出
げ
る
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
什

一
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一

合
の
向
上
に
努
め
、
通
常
以
上
の
税
政

一

内
に
止
め
、
特
に
起
債
及
び
そ
の
他
特

一、

使
用
料
に
つ
い
て
は
類
似
附
体
の
状

況
を
比
較
検
討
し
極
力
増
牧
を
凶
る
、

町
首
住
宅
そ
の
他
施
設
の
使
用
に
つ
い

て
は
適
正
料
金
の
徴
牧
に
努
め
る
。

四
国
へ
続
く
：
・

定
財
源
を
充
当
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は

そ
の
蹴
囲
内
で
耐
火
施
す
る
。

そ
の
他
の
紙
践
の
抑
制
法
び
節
減

て
特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
全
に
つ
い

て
は
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
漸
次
廃
止

す
る
。

①
歳
入
の
増
収
及
び
時
保
じ
つ
い
て

税
の
別
牧
及
び
昨
保

て
特
に
必
挺
あ
る
地
合
の
ほ
か
新
税
は

創
設
し
な
い
。

二
、
柏
率
の
引
上
げ
に
つ

い
て
は
昭
和
三

十
一
年
度
よ
り
町
民
税
の
均
等
割
舗
の

引
上
げ
を
実
施
し
た
が
、
な
お
将
来
や

む
を
得
な
レ
事
由
あ
る
場
合
は
他
の
税

率
の
引
上
げ
を
も
考
慮
す
る
。

三
一
、
課
税
関
準
の
捕
艇
に
つ
レ
て
は
課
税

関
係
資
料
の
し
ゅ
う
集
整
備
、
課
税
傑

燃
の
実
態
説
査
、
検
税
方
法
の
改
善
等

通
綾
な
課
税
を
図
り
税
務
機
構
、
事
務

手
続
の
改
正
宏
行
う
、
国
県
税
関
係
機

関
と
の
辿
絡
協
調
に
よ
h

リ
限
税
憎
躍
の

完
分
捕
棋
に
務
め
る
。

回
、
徴
牧
歩
合
の
引
上
げ
に
つ
い
て
本
庁

及
び
支
所
に
お
い
て
月
別
、
年
間
徴
枚

計
画
の
策
定
、
そ
の
他
紙
岐
成
績
の
向

上
に
努
め
、

一
方
納
税
組
合
の
指
導
育

成
に
つ
と
め
て
徴
牧
歩
合
の
向
上
を
図

マ。。
豆、

滞
納
整
問
に
つ
い
て
は
、
滞
納
税

悉
皆
誤
査
の
結
栄
に
認
さ
、
分
納
誓
約

徴
収
猶
予
、
滞
納
処
分
比
び
執
行
停
止

等
の
行
政
措
鐙
を
厳
正
に
す
る
と
、
も

に
税
務
相
談
及
び
産
業
行
政
の
援
助
協

力
に
よ
り
可
及
的
税
掛
か
』
維
持
し
柿
納

税
の
完
済
を
図
る
。

税
外
紋
入
の
増
牧
及
び
雌
保
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二
、
手
数
料
は
地
方
公
共
団
体
手
数
料
令

そ
の
他
法
令
に
よ
る
も
の
は
品
開
限
度

制
を
徴
牧
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
類

似
間
体
と
比
較
の
上
通
常
以
上
の
附
放

を
図
る。

h込



る
た
め
の
抗
料
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

で
、
県
と
市
町
村
が
協
同
し
て
・
肱
業
常
住

こ
の
よ
う
な
爪
掛
な
な
殺
を
も
っ
こ
の

別

人
口
別
査
が
拠
施
さ
れ
る。

制
民
も
、
申
作
活
の
町
併
と
、
協
引
を
仰

別
在
泌
綱
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
．

通
制
作
h
V制
作
で
は
・
本
年
十
二
月
一
一一
十
一

な
け
れ
ば
所
期
の
日
的
を
述
ず
る
こ
と
が

て

剖
笠
の
問
的

日
現
作
で
、
工
業
統
計
調
先
を
突
施
さ
れ

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
尚

一
一肘
の
御
協
力
を

市
町
村
別
に品
川
休
人

n
の
分
布
及
び

る
こ
ム
に
な
り
を
し
た
。

お

願
い
い
た
し
ま
す
。

1

・

、

、
．p
r・－‘

そ
の
政
来
別
桝
成
を
明
ら
か
に
し
て
一

こ
の
訓
代
は
、
A
小
川
の
製
ゐ
工
業
に
つ
い

調
資
限
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ら
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動
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を
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す
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れ
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叩
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近
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古
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さ
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闘
闇
周
回
園
開
園
圃
薗
園
園
園
田

川町
民
の
は
橋
か
ら
呪
川
に
そ
号
て
約
凶

粁

計
い
熱
意
に
燃・

2
現
任
の
水
・
比
一
部
四
郎

は
大
き
く
こ
ど
も
は
明
る
く
他
か
に
発
痢

使

闘

幽

圃

四

個

圃

・

咽

器
掴
司
自
国
圃

人
以
一
郎
れ
た
ほ
川
の
た
作
日
傾
斜
な
山
あ

水
心
佳
子
夫
妻
の
川
先
生
が
希
山
中
．し
て
こ

と

仰
び
て
い
る
。
本
校
の
東
校
長
先
生
、

校

リ

翻

闘

園

田

剛

晶

開

制

幽

闘

い

の
作
か
な
平
た
ん
地
に
大
平
町山
一怖が
あ

ら
れ
、
H
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A
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休日』
に
作
み
こ
み
部
落
と
起

水
品
川
げ
点
先
生
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制
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位
分
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園
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半
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ら
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出
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反
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す
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を
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分
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欄
瞳
醐
園
田
冒
脚
晶
・
E
属
鼠
掛

化

的

に
も
恕
ま
れ
な
い
地
域
で
あ

る

。

ど

も
を
見
る
ひ
ま
が
な
く
教
育
的
環
鹿
が

L
Z

が
設
け
ら
れ
た
。
槻
山
羽
人
と
も
山
間
部

四

臨

闇
圃

闇

圃

園

開
腰

起

こ
ど
も
は
一

年
が
人
名
、
二
年
が
十
四
名

思
く
文
化
的
に
お
く
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
教
育
の
機
会
均

3
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、地
の
臨
ま
れ

落
の
た
め
栢
勺

が

テ

学
校
へ
の
通
学
が

司
聞
翻
圃
咽
』
幽
園
開
謂
民

三
年
が
八
名
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四
千
か
五
名
、
計
三
十
五

放
送
設
備
を
そ
な
え
て
放
送
・を
舎
か
せ
学

な
い
こ
ど
も
も
今
で
は
都
議
と
先
生
の
深

附
難
と
な
り
こ
ど
も
を
告
と
村
山
か
ら
ま

吋

開

鴇

調

間

風

園

田
園
’
田

園

名
が
二
学
級
の
従
式
今
級
と
な
っ
て
い
る

枝
問
書
館
を
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し
て
現
在
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こ
ど
も

一
一
い
変
情
に
育
ま
れ
て
開
朗
で
健
か
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成
長

も
る
た
め
例
年
設
け
ら
れ
て
レ
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も
の
で
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こ
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校
長
史
が
古
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の

先
生
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人
当
り
十
二
期
の
書
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を
そ
な
え
こ
ど
も

し
つ
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あ
る
こ
と
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あ
る
。
棚
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一
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か
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六
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ま
で
六
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育
の
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非
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な
慢
性
の

新
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を
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な
ど
施
設
を
と
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え

で
士円
札削嵐山
先
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羽
入
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か
ら
山
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へ
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ど

も

も
と
に
明
治
十
五
年
に
分
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を
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た
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生
活
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験
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を
段
か
に
し
文
化
的
な
お
く
れ

ま
で
四
十
六
名
で
仙
名
敏
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先

見

を

同

心

の

で

計
十
年
余
の
燃
仙
人
が
あ
り、

多
く
の

を
少
な
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よ
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と
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力
し
て
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ら
れ
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に
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こ
ど
鳥
の
発
育
が
よ
く
な
い
の
で
ま
た

に
ひ
と
り
び
と
り
の
子
供
に
手
を
と
っ
た

曾
の
早
い
今
年
の
冬
は
平
地
で
も
，既
に
一
る
。
現
花
の
校
舎
は
昭
和
二
十
八
年
地

方

学

校
給
食
を
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め、

年
間
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て
数

指
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行
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期

一
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広
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間
日
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レ
季
節
風
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米
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じ
て
迎
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七
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よ
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消
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え
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出

か
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切
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関
と
な
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な
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史
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仲
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れ
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れ
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介
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部
落
の

一
つ
の
悩
み
で
あ
っ
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が
、

一落
に
と
け
こ
む
こ
十
四
時
間
教
育
の
努
力
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叫
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薬
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反
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ツ
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仁
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撒
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た
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内
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成
闘
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町
内
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あ
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ま
し
た
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一
地
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区
一

町
内
会
を
目
標
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選
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致
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ま
し
た
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今
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層
各
納
税
協
力
会
を
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さ
れ
納

説
成
績
の
向
上
に
御
協
力
を
御
聞
い
い
た

し
ま
す
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和
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績
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ま
す
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朝
日
町
の
成
人
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堂
に
会
し
て

昭
和
三
十
二
年
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月
十
五
目
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成

人
の
自
に
当
り
、
朝
日
町
の
成
人
者

約
四
百
五
十
名
の
諸
君
の
成
人
を
祝

福
し
、
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会
人
と
し
て
完
全
な
人
格

を
認
め
ら
れ
て
の
門
出
を
激
励
す
ベ

く
、
朗
自
町
主
催
に
て
左
記
に
よ
り

成
人
式
を
行
4
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と
L
な
っ
た
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あ
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の
で
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工
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室

日
本
商
工
会
議
所
及
び
全
国
商
工
会
議

一所
主
催
で
全
国
的
に
十
月
一
ヶ
月
間

「商

店
サ
ー
ビ
ス
強
化
運
動
」
が
行
わ
れ
、

全

町
商
店
街
及
商
店
は
、
あ
げ
て
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
、
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る

お
店
へ
と
協
力
さ
れ
た
、
特
に
中
町
商
盛

会
が
県
商
工
連
合
会
長
賞
を
か
く
得
。

朝
日
町
青
色
申
告
納
税
組
合
（
会
員
六

五
名
、
会
長
松
原
三
郎
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魚
樟
税
務

繕
よ
り
管
内
唯

｝
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納
税
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完
納
と
協
力
に
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き
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彰
さ
れ
た
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述
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よ
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ら
今
か
ら
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備
を
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ま
し
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年
末
を
ひ
か
え
て
、
ス
エ
ズ

問
題
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
動
乱
等

国
際
情
勢
の
緊
迫
は
、
な
お
楽

観
許
さ
ず
。

日
ソ
国
交
快
後
、
日
本
国
連

加
盟
の
実
現
、
そ
し
て
日
本
政

党
史
初
め
て
見
る
政
党
総
裁
の

公
選
、
石
橋
二
代
田
自
民
党
総
識
の
登
場

で
、
さ
て
来
年
は
「
と
り
」
の
年
、
足
元

か
ら
何
が
と
び
出
ず
こ
と
や
ら
。

意
外
に
早
か
っ
た
雪
に
見
舞
わ
れ
て
、

交
通
も
一

部
マ
ヒ
の
状
態
に
お
か
れ
た
当

地
方
は
、
あ
わ
た
ど
し
い
雪
の
師
走
で
あ

る
。
無
事
御
越
年
を
祈
念
し
て
、
昭
和
三

十
一

年
に
執
別
す
る。
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